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研究成果の概要（和文）：患者・家族と医療チームが、患者教育に関する情報をクラウドベースで共有・管理で
きる次世代型セルフケア支援システム『THAケアネットポータル』を開発した。患者・家族と医療チームの双方
向交流が可能で、医療機関によって教育内容をカスタマイズできる多職種連携SNSシステムを活用し、患者報告
アウトカム（PRO）を基盤とした。COVID-19感染症の拡大を受け、実用可能性の評価の代替とした国内の医療機
関におけるTHA患者への教育と医療者の認識の実態調査では、術前早期からの教育の必要性が認識される一方で
実施に至っていない現状が示され、標準化された教育ツールによる個別最適化された教育実践の重要性が示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The study developed "THA Care Net Portal", an interactive self-care support 
system for patients/families and healthcare teams to share and manage patient education information 
in a cloud environment. A framework based on patient-reported outcomes (PROs) was created using a 
multi-professional SNS system, allowing interactive interactions and customization of educational 
content. Assessing the impact of COVID-19, the research examined the educational status of THA 
patients and healthcare professionals' perceptions to evaluate the system's practicality. Results 
revealed recognition of the need for early preoperative patient education, highlighting the 
importance of tailored educational practices and standardized tools.

研究分野： 基礎看護学
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ト　共同意思決定（SMD）　看護・医療情報
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研究成果の学術的意義や社会的意義
手術を受ける患者への教育に関わる情報の共有・管理は、入院前から始まり退院後に継続されることが望まし
い。しかし、我が国の医療機関における患者教育は、入院中（術後）に集中して行われる傾向があり、患者・家
族は、個々のニーズやレディネスにあった適時の教育支援を受けることが難しいという課題がある。『THAケア
ネットポータル』は、患者報告アウトカム（PRO）を基盤とした患者教育のための双方向交流ツールであり、時
間と場所を選ばず質の高い患者中心のケア（PCC）と共有意思決定（SDB）が実現できる点において学術的にも社
会的にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
「保健医療 2035 提言書」（厚生労働省，2015）では、2020 年の社会保障を含めた財政再建、

2025 年の地域包括ケアシステムの構築に次ぐ 20 年後のビジョンとして、医療の ICT
（Information and Communication Technology）化を挙げ、保健医療のパラダイムシフトが不
可欠であるとされている。近年、情報通信インフラが整備され、クラウドサービス市場は全産業
の 4 割までシェアを伸ばしている。また、スマートフォンの契約件数は激増し、あらゆる世代層
で携帯情報端末が日用必需品となりつつある（総務省，2017）。そのような中、体重や血圧、歩
数、運動量等といった個人の健康に関する情報をクラウドベースで管理できるアプリケーショ
ンが数多く開発され、国民の健康志向とも相まって需要が高まっている（厚生労働省，2016；総
務省，2015）。 

2010 年の「新たな情報通信技術戦略」の「どこでも MY 病院」構想では、これまで特定の医
療機関のみで利用されてきた医療情報を、地域における複数の医療機関や国レベルでセキュア
に連携・流通させ、医療サービスの受け手である個人（患者）に提供して、医療・健康記録とし
て保有・管理・活用できるというコンセプトが発表された。これに伴い、従来から使用されてき
た電子カルテは、複数の医療機関で情報共有が可能な生涯電子カルテ（EHR：Electronic Health 
Record）への機能転換を求められるようになり、さらには、「自分の健康情報を自己管理する」
ためのパーソナルヘルスレコード（PHR：Personal Health Record）という概念が登場した。米
国や豪州等の PHR 先進国では、受診歴のある患者が専用の専用アプリをダウンロードし、個人
アカウントを使って病院ログインすれば、予約状況や検査結果、投薬リスト、医療文書、臨床記
録などの情報取得が可能な個人向け医療サービスが開始されている。このように、世界の「患者
ポータル」の市場は 2015 年以降 18.1%の CAGR (複合年間成長率) で推移し、今後 27 億ドル
規模まで成長すると予測されている。 
また、THA の費用対効果は国際的にも高く評価される反面（Kurtz, 2017）、再手術がもたら

す医療費への負担も指摘されている（Bozic, 2015）。英国での大規模なコホート研究では、股関
節、膝関節ともに再手術のタイミングが患者にとって重大な懸念事項となっており、再手術は術
後 10 年で４％、20 年で 15％にのぼる（Bayliss et al., 2017）。さらに、年代別では 50 代前半
の男性で 30％（女性 20％）と最も高く、年齢が増す毎に減少し 70 代では男女ともに５％前後
となる。このように、THA・再手術ともに低年齢化が見込まれており、2030 年には約半数を 60
歳未満の若年層が占めるとの予測もある（Kurtz et al., 2009）。以上のような観点から、我が国
でも膨大の一途にある医療費の削減に向けて、誰もが生涯にわたり再手術の必要なく健康な状
態を維持できる予防策が必須である。 
日本に先行し在院日数の短縮化が進む諸外国では、介入研究による患者教育の評価も数多い。

THA 患者への術前教育に関するシステマティックレビューでは、術前の介入が必ずしも、疼痛
の緩和、身体機能の向上、不安の軽減、健康関連 QOL の向上、入院期間の短縮化、有害事象の
発生率の改善等に有効であるとは判断できないとの報告もある（McDonald et al., 2014）。しか
し医療においても情報化が進む近年では、術前教育プログラムが、手術に対する患者の理解や準
備性、不安の軽減、術後の満足度の向上等に有効であり（O' Reilly，2018）、Web ベースでの学
習機会が対面での教育を補うとともに、看護のワークフローや効率性の改善にも資すると評価
されている（Dayucos，2019）。 
我が国においても、PHR の推進は国家的な課題であり、本研究において開発された『THA ケ

アネットポータル』にて標準化と個別最適化の双方から患者教育が実践され、その効果が検証さ
れることは大変意義深い。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ICT を活用してクラウドベースで患者・家族と医療チームでの情報管理・共

有が可能な次世代型のセルフケア支援システムの構築に向けて、先行研究で開発された人工股
関節全置換術（Total hip arthroplasty：THA）を受ける患者への遠隔看護システム「THA ケア
ネット」をベースに、パーソナルヘルスレコードに発展可能な『THA ケアネットポータル』を
開発し、臨床における応用評価をすることである。 

 
３．研究の方法 
1）研究 1：『THA ケアネットポータル』の開発 
(1)『THA ケアネットポータル』で扱う医療・看護情報の ICT 化 
股関節専門クリニックおよび総合病院の整形外科チームにて、施設および患者・家族のニーズ

に合わせた医療・看護情報の電子教材としてのデジタル化とその運用方法を検討した。 
先行研究にて開発済みの患者教育アプリ THA ケアネット生活動作編を活用するとともに、医

療・介護他職種連携 SNS『医歩 ippo ソーシャルネット○R』（メディカルアイ株式会社）＊1を用い
て施設毎にカスタマイズ可能な設定とした。 
＊1：医療・介護に携わる多職種メンバーが、リアルタイムに情報の共有・コミュニケーション



をとりあうための効果的なツールとして開発された。地域における在宅医療・介護の連携
に力を発揮し、医療情報も安全に情報共有できる。PCやモバイル端末等、いつでも・どこ
からでもアクセス可能であり、電子カルテのプラットフォームを活用しているため高いセ
キュリティ管理が可能である。 

 
(2)教育プログラム「e-learning 教材」の作成（専用アプリ・コンテンツ作成） 
既存の遠隔システム「THA ケアネット」を基盤として、患者自身が医療・健康情報を管理でき

る機能を付加させた教育プログラム「e-learning 教材」を作成した。 
 
2）研究 2：『THA ケアネットポータル』の実用可能性の評価 
(1) 対象： 
① 施設：日本国内で年間 100 例以上の THA を実施している 2つの医療機関 

A 病院（大阪府、2016 年実績：約 180 件） 
B 病院（滋賀県、2016 年実績：約 130 件） 

② 患者：上記の医療機関で THA を受ける患者 40名/施設 
 

(2) 方法： 
≪介入群≫ 
『THA ケアネットポータル』と患者教育アプリ THA ケアネット生活動作編を用いた評価 
a．早期術前教育群：入院前（外来）に開始し退院後 6ヶ月まで継続 10 名/施設 
b．術前教育群：入院後（病棟）から開始し退院後 6ヶ月まで継続 10 名/施設 

≪通常ケア群≫ 
c．通常教育群：入院後（病棟）にて通常どおりの教育を退院時まで継続する 20 名/施設 
 

(3) 内容： 
① 医療職：通常の教育方法・内容の把握、介入群の教育に用いる教育アプリのカスタマイズ（動

画および静止画、説明文の作成：生活動作、姿勢、感染予防、脱臼予防等） 
② 患者：外来での教育に焦点化 
  例）入院オリ、退院後への備え（住居の環境調整等）、体重管理、生活動作、自助具 等 
③ アウトカム評価の指標 

≪患者の主観的評価：患者報告アウトカム（PRO）≫ 
A) 股関節疾患特異的 QOL： 
① HOOS 日本語版（Hip disability and Osteoarthritis Outcome Score：HOOS） 
② 日本整形外科学会股関節疾患評価質問票（Japanese Orthopaedic Association Hip-Disease 

Evaluation Questionnaire：JHEQ） 
B) 健康関連 QOL： 
① SF-36（MOS 36-Item Short-Form Health Survey）スタンダード版 

C) 身体機能・心理面： 
① 痛み：VAS（100mm） 
② 不安：新版 STAI 状態－特性不安検査（State-Trait Anxiety Inventory-JYZ） 

≪医療職による客観的評価≫ 
D) 入院期間：例）パスに準拠したか否か、合併症がなかったか 等 
E) 身体機能面： 
① 運動機能：ROM，筋力，バランス力，ADL 
② 股関節機能：日本整形外科学会股関節機能判定基準 JOA スコア（Japanese Orthopaedic 

Association hip score：JOA） 
③ 体重、歩数 
F) 知識・認識面：動作・姿勢の理解度テスト（実技、筆記） 
G) 有害事象：脱臼，感染症，深部静脈血栓症，再置換術 
H) 準備状況：自宅の環境調整住居内の調整等（手術・退院へのスムーズな移行） 

 
3）研究 3：『THA ケアネットポータル』に対するニーズ調査：専門職への質問紙調査 
(1) 対象： 
年間 50例以上の人工股関節全置換術（THA）の実績のある国内の医療機関（224 施設）の整形

外科部門に勤務する看護師（病棟・外来：各 1名）と理学療法士（1名）であった。 
 
(2) 方法： 
無記名自記式質問紙を用いて、質問用紙への記入または調査専用 web サイトからの入力を対

象者に選択してもらった。 
 

(3) 内容： 
① 対象者の基本属性：年代、経験年数、勤務部署、職位 等 
② 施設属性：病床数、THA 件数、THA の治療･ケアに関わる人員数：医師、看護師、理学療法士 



③ THA 患者への教育内容・方法：対象者が所属する部署の患者教育の実施状況（術前/術後教
育の実施の有無）、実施時期（入院前、入院中・術前、入院中・術後、退院後）、実施内容（情
報収集・アセスメントの内容、教育内容、教育手段、教育形式、教育媒体、教育の評価） 等 

④ THA 患者への教育に関する認識（価値観、満足度、課題）等 
 
4）倫理的配慮 
調査は所属機関の研究倫理委員会の承認を経て実施した（A191000005）。 

 
４．研究成果 
1）研究 1：『THA ケアネットポータル』の開発 
(1)『THA ケアネットポータル』で扱う医療・看護情報の ICT 化 
医療・看護情報の抽出と、股関節専門クリニックおよび総合病院の整形外科チームにおける患

者への「説明、指導、教育」内容の洗い出しを行った。具体的には、院内で実施されている患者・
家族への「説明、指導、教育」内容（インフォームド・コンセント、入院説明、検査、手術説明、
退院指導、服薬指導、栄養指導、体重コントロール等）を抽出し、これらの内容を確認した。次
に、抽出された教材の電子化とシステム上での活用に向けて、コンテンツ（脱臼予防アニメーシ
ョン、動作方法の動画・静止画、術式アニメーション、転倒リスクアセスメント等）の作成に着
手した。さらに、施設のニーズに合わせた医療・看護情報の ICT 化とその運用方法を検討した。 
 
(2)教育プログラム「e-learning 教材」の作成（専用アプリ・コンテンツ作成） 
既存の医療・介護多職種連携 SNS システム『医歩 ippo 多職種連携ソーシャルネット』をカス

タマイズし、『THA ケアネットポータル』を開発した。主な作業として、研究フィールドである
主要施設にて、『THA ケアネットポータル』で用いる看護・医療情報の検討とこれらのデジタル
化に向けて、股関節専門医療・ケアチームにおける患者への「説明、指導、教育」の電子教材へ
の移行作業を行った。具体的には、院内で実施されている外来および病棟での患者・家族への「説
明、指導、教育」内容（インフォームド・コンセント、入院説明、検査、手術説明、退院指導、
服薬指導、栄養指導、体重コントロール等）の専用アプリ・コンテンツ化に着手した。 

図：多職種連携 SNS システムを活用した『THA ケアネットポータル』の相互交流の画面 
 
2）研究 2：『THA ケアネットポータル』の実用可能性の評価 
COVID-19 感染症の拡大の影響を受けて、介入研究の実施を見送った。また、『医歩 ippo ソー



シャルネット○R』のカスタマイズ業務委託企業側の体制が整わず、システム開発の継続が不可能
となった。 
 
3）研究 3：『THA ケアネットポータル』に対するニーズ調査：専門職への質問紙調査 
295 施設（計 885 名）に質問紙を配布し、239 名から回答を得た（有効回収率 27%）。回答者の

内訳は、病棟 Nsが 77 名（32%）、外来 Ns77 名（32%）、PTが 85 名（36%）であり、整形外科での
平均経験年数は、病棟看護師が 7年（range:2-26 年）、外来看護師が 8年（range：1-27 年）、理
学療法士が 11年（range：2-34 年）であった。教育背景（最終学歴）では、病棟看護師は専門学
校 77％、大学 18％、大学院 0％、外来看護師は専門学校 81％、大学 9％、大学院 3％、理学療法
士は専門学校 52％、大学 31％、大学院 21％であった。 
すべての THA 患者に術前教育を実施しているとの回答は、病棟看護師が 65%、外来看護師が

40%、理学療法士が 67%（range：2-34）であった。時期別では、③入院中：術後の患者教育の割
合が最も多く、次いで、②入院中：術前、①入院前、④退院後の順であり、教育内容は、術前は
人工関節に知識、合併症の予防、術後は創傷の管理、姿勢や動作、生活習慣が高い割合となった。 
患者教育のために収集している情報については、外来看護師では退院後の生活に関する内容

が 5〜7 割を占めたが、退院後には 2〜3 割にとどまった。また、患者教育のための教材が、院内
で作成されている割合は 3職種ともに最も高く、病棟看護師が 90％、外来看護師が 77％、理学
療法士が 87％であった。本研究にて開発される教育システム・プログラムを試したいとの回答
は、病棟看護師で 70％、外来看護師で 46％、理学療法士で 48％であった。 
患者教育の評価の実施は、病棟看護師が 23%、外来看護師が 10%、理学療法士が 23%であった。

患者教育に対する認識として、「時間」が「どちらかといえばある」の回答は、病棟看護師が 40%、
PT が 44%であり、外来 Nsでは「十分にない」が 30%と最も高かった。「時間」に対する満足度は、
病棟看護師の 36%、PT の 40%が「どちらともいえない」、外来看護師の 42%が「どちらかといえば
不満足」であった。患者教育を実施する上でのバリアは、病棟・外来看護師ともに人員不足が 6
割近くを占め、理学療法士では在院日数の短縮化が 46%であった。患者教育の質向上に必要な要
素として、3職種ともにスタッフの知識・技術力の向上が 5割を超えた。 
以上より、術前からの早期の患者教育の必要性が認識されながらも十分に実施されていない

現状が明らかとなった。また、患者教育の評価の実施率は 3割に満たず、本研究にて開発される
教育システム・プログラムへのニーズが高い傾向が確認された。今後は、COVID-19 感染症の影
響を避けつつ、『THA ケアネットポータル』を用いた介入研究にて、施設毎に効果を評価したい。 
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